
令和６年 12 月 24 日 

都道府県臨床（衛生）検査技師会会長 各位 

一般社団法人日本臨床衛生検査技師会 

代表理事副会長  山寺 幸雄 

医療安全委員会委員長  田中 夏奈 

 

医療事故の再発防止に向けた提言第 20 号及び説明会の開催について 

 

平素は、医療安全の推進につきまして、格別のご配慮をいただき御礼申し上げます。 

日臨技の関連団体である一般社団法人日本医療事故調査機構（医療事故調査・支援センター）では医療

事故調査制度として、平成 27 年 10 月から医療事故が発生した全国の医療機関において院内調査を行

い、その調査報告を収集し、整理・分析することで医療事故の再発防止につなげ、医療の安全を確保する

ことを目的として実施されております。また、再発の防止に関する普及啓発を行うことを目的とし医療

事故再発防止に向けた提言書を発行しており、提言第 20 号として、「血液検査パニック値に係る死亡事

例の分析」が公表されました。血液検査パニック値に係る死亡事例（12 事例）の分析と、血液検査パニ

ック値に関する 5 つの提言が示されており、貴会会員の皆様には是非とも一読していただきたい内容で

ございます。 

「生命が危ぶまれるほど危険な状態にあることを示唆する異常値」であるパニック値に対する患者安

全のための取り組みは、我々臨床検査技師の責務であります。 

すでに各都道府県技師会を通じて本件の情報は届いているかと思いますが、医療安全委員会からも改め

て周知をさせて頂きたく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(一般社団法人日本医療事故調査機構「医療事故の再発防止に向けた提言第 20 号」の詳細につきまして

は、ホームページ（https://www.medsafe.or.jp/）に掲載されています。) 

                                            

                         
                         
             
                        
          

                                           
                                            

                  

                   

                            
                              
                      

                 
                      
                                    

           
                            
                             
                 

            
                             
                              
                     

           
                             
                             
              



 

また、提言書の説明会を次のとおり 3 月 1 日に開催予定です。一人でも多くの方が参加していただけ

るよう併せて周知をお願い致します。 

 

提言第 20 号 血液検査パニック値説明会 申し込みはこちら 

 

https://e-ve.event-form.jp/event/92410/medsafe_20

